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ろとなり、健康につながる活動があることにも目を向け、

はじめに 研究を進める必要があると思い、今回は宗教活動に焦点

をあて、私の思う所をのべてみようと思ったわけです。

世にレクリエーションとよばれる活動は数かぎりなくあ しかし、ー口に宗教活動といってもその範囲は非常に広

る。レクリエーション事典(日本レクリヱーション協会偏 く、私の知り得る宗教活動はせまい範囲でしかないと思

)には、 10領域にレク活動を分類し示してある。 われますので、この論文を一般化するのは無理なことも
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この分類は、レクとは何かを追いもとめる諸説を集大成

したものである。その元にあるレク活動の条件は、次のよ

うなものに代表される。

余暇に行なわれる活動

自発的活動

目的的活動

健康的な活動

創造的な活動

今、日本レクリエーション協会では「レクリエーション

は人間の生きる喜びである」というスローガンをかかげ、

レクリエーション遥謝が進められている。その方向として

組織化・空間化・制度化・生活化の4点が示されている。

前 3点は別として、生活化を考え進めると大きなカベに当

ってしまう。それは、自分ではレクリエーションだとは思

っていない活動が他人から見るとレクリヱーションであっ

たり、だれが見てもレク活郵とは思えない活動がその人に

とっては生きる喜び=生きがいであったりする。レク活動

の条件には上にあげたもの以外に、その活動自俸を自分自

身でレクリエーションであると思っている(自認性)を問

われることが多い。しかし、世の中には、レクリエーショ

ンだと自認することでその活動が生きがいではなくなって

しまうという現象もある。

レクリエーションを論ずる時、レクリエーションを生き

る喜びとするならば、自分ではレクとは思っていなくても、

だれもレクとは思っていなくても、その活動を行なうこと

によって、その人の生活にメリハりができ、心のよりどこ
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わかっています。とにかく、未熟考の思いつきに多方面

からのご意見がうかがいたく、発表にふみ切ったしだい

です。

我が両親にみる宗教活動

両親は、日蓮宗のある会派に所属している。その宗教法

人の本部は大阪にあり、母の実家のそばに位置する。母方

の家系は元々ここの信者であり、結婚後、父も信者になっ

たようだ。。異体的な活動

毎日 朝・タのおっとめ{約1時間お経をあげる)

毎月 88 19日 28日 本部に参拝

盆 正 月 節 分 彼 岸 本 部 に 参 拝

毎月 6日 祖父の供養、母方の祖母が我が家に来る

毎年 1月第3日曜日 お伊勢まいり

7月後半3泊 4日 山梨県身延山七面山に

参拝。活動の分析

朝・タのおっとめは、生活にリズムを与え、姿勢を正

し声を出すことで、大いに健康に役立っていると考えら

れる。

定期的に本部に参持することは、生活に変化を与える。

そこには、人との交流があり話し合いがある。また、あ

の人に合えるという楽しみゃ、今日はあの人どうしたの

かしらという心配もある。

お伊勢まいりや身延山参拝は、目標であり、試練とな

る節目である。身延山・七面山への参拝は、歩く距離も

長く、お題目を唱えながら山道を登るのである。信者に

は高齢者も多い。その人たちが皆そろってあるくのであ

る。この参揮が近づくと、両親はよくハイキングに行っ

てトレーニングを行なっている。そしてまた、この参拝

は旅であり、年中イ芦になっている。

どの活動でもお経をあげるのだが、その時は一心にそ

のことだけを思っている状態であると思われる。

親戚どおしの交流は、ほとんどが宗教活動がらみである。

正月に親戚が顔をそろえるのは、本部に参揮したついでだ



し、祖母は毎月6日に祖父の供養に来ることとは別に、我 レクによるアプローチの限界

が家に来ることを楽しみにしているようである o

レクリエーションの生活化を進める理主、家族や親戚どお 私はここまで、何とかして宗教をレクリエーションと結

しの交流は見のがすことのできない中心課題である。その びつけようとしてきたが、どう考えてみても無理な部分が

交流をささえているのが宗教活動なら、宗教活動もまた見 奇在する。それは、葬気の揚面である。この場面には、レ

のがすことはできない。まして、親たちにとっては宗教活 クリエーションという言葉では近ずくことのできない緊迫

動が生きがいになり得ている。 感がある。

布教活動員にみるレク要素

昼間、家にいるといろいろな宗派の布教員がたずねてく

る。 r住みよい世の中にするためにJとか、 「世界平和の

ために」とか・・・、自分たちと志を同じくする仲間を集

めるために、自分の時間をささげ、各家を訪門しているの

である。

そこには、言葉による人と人との交流がある。開売り的

な布教ではなく、相手の話を聞こうとする態度の方が多い

同様に、修行中の僧侶などが、断食をしたり火わたりを

している場面も、レクリエーションという感覚では近より

カ，11.こい。

元来、宗教とはこのようなものだったのかもしれない。

それが、平和な世の中になり、宗教活動自体がレクリエー

ション化してきたとも考えられる。

まとめと今後の『築題

ことには感銘を受ける。色々な人と出合い、色々な人の話 レクリエーションによるアプローチに限界はあるにせよ、

を聞く申で自分自身をみがいておられるのだと思う。聞い 宗教活動の中には多分にレク要素がふくまれている。しか

てみると、多くの布教員たちが、色々な人と交流できるこ し、そのほとんどはレクリエーションだという自認性はな

とを楽しんでいるということだ。 く、他の信念や宗教を心のよりどころとする気持ちから出

布教とは、人間交疏であり、仲間づくりにほかならない。 たものである。

その他の宗教活動にみられるレク要素

逆の見方をすれば、レク指導者にとってレクリエーショ

ンは、心のよりどころであり、信念である。そうなると、

レク指導者はレク布教家であり、レクリヱーションもまた

私の知る範囲内でもレク要素の多い宗教活動は多々ある。 宗教ということができるのではないだろうか。

それは、札所めぐりやまつりに代表される。 rレクリエーションは人間の生きる喜びであるJという

札所めぐりは旅であり、目標の神社仏閣をめぐってひと スローガンの元にレク運動を進めていくならば、自認性の

つひとつお札を集めることは、これ収集の喜びである。 ないレクの葎在にも目そ向け、研究を進める必要性を感じ

まつりは、目的や形態は様々であるが、何らかの宗教と る。宗教がレクリエーションであろうとなかろうと、レク

結びついている場合が多い。農作を祈ったり、豊漁を感謝 の生活化・個別化を進めていく上で、大きなカギをにぎつ

したり、霊をなぐさめたりするために酒をくみかわし、歌 ているものと思われる o それは、宗教だけでなく、今の世

い、踊るのである。悪い言い方をすれば、それらをダシに の中ではセ、yクスとレクリエーションの関係も見のがすこ

っかい、日常の場面をわすれ、まつりの世界(レクの世界 のできない問題だと考えている。

)にひたっているのである。法事にもその要素があると思

われる。 00の何回忌という事を口実に親族がー同に会す

る。そういう口実でもないかぎり親族一同の交協はできな

いのが現状なのである。

また、神の名の元に 2人の将来を誓う結婚式も、今やま

ったくレクリエーションそのものという見方ができるので

はないだろうか。
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